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北
竜
町
長
　
　
佐
　
野
　
　
豊

 
新
年
の
ご
挨
拶

新年挨拶

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
生
産
者

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
ゆ
め

ぴ
り
か
を
始
め
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ

ス
等
の
返
礼
品
の
美
味
し
さ
と
質

の
高
さ
に
よ
り
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多

く
、
本
年
度
中
の
決
算
見
込
み
で

約
5
億
4
千
万
円
の
寄
付
が
見
込

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
寄

附
金
に
込
め
ら
れ
た
北
竜
町
へ
の

想
い
を
大
切
に
、
今
後
の
町
づ
く

り
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
有
効
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
33
回
を
迎
え
ま
し
た
ひ
ま
わ

り
ま
つ
り
に
は
、
過
去
2
番
目
の

28
万
６
千
人
の
お
客
様
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
世
界

の
絶
景
と
し
て
多
く
の
人
の
心
を

と
ら
え
る
風
景
は
、
町
民
皆
様
の

ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
新
し
い
保

育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
12
月

に
外
装
工
事
を
完
了
し
、
い
よ
い

よ
什
器
類
の
搬
入
を
お
こ
な
う
ば

か
り
と
な
り
ま
し
た
。
木
の
ぬ
く

も
り
の
中
で
、
子
ど
も
達
を
慈
し

み
育
て
る
場
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

平
成
27
年
１
月
以
来
と
な
る
町

内
会
再
編
で
は
、
碧
水
・
岩
村
・

古
作
・
共
栄
の
４
町
内
会
が
令
和

２
年
１
月
１
日
よ
り
「
碧
水
町
内

会
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
事
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
、
２
期
8
年
の
任
期
が
終
わ

ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

8
年
間
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご

指
導
と
ご
協
力
の
お
陰
で
、
町
長

の
任
を
努
め
て
こ
れ
た
も
の
と
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
北
竜
町
も
人
口
の
減
少
、
高

齢
化
、農
業
・
商
業
の
後
継
者
問
題
、

財
政
状
況
も
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
老
若
男

女
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が
生
き
生
き

と
活
躍
し
、
助
け
合
い
、
こ
こ
ろ

豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
向

け
た
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
町

民
の
皆
様
の
町
政
に
対
す
る
、
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
新

し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
ご

健
勝
で
ご
多
幸
な
年
で
あ
る
こ
と

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

易
摩
擦
の
激
化
な
ど
を
映
し
た
海

外
経
済
の
減
速
等
を
受
け
て
外
需

が
下
押
し
と
な
っ
た
も
の
の
、
大

型
連
休
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り

堅
調
に
推
移
し
た
個
人
消
費
や
、

旺
盛
な
設
備
投
資
、
国
土
強
靭
化

対
応
等
が
押
し
上
げ
と
な
っ
た
公

共
投
資
な
ど
の
内
需
が
け
ん
引
役

と
な
り
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
業
務

改
革
と
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を

通
じ
、
地
方
へ
の
人
・
モ
ノ
・
金

の
流
れ
の
促
進
に
よ
り
、
よ
り
個

性
と
活
力
あ
る
地
域
経
済
再
生
が

推
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
容

量
、
超
高
速
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
５

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
元
号
が

平
成
か
ら
令
和
に
な
り
、
新
し
い

元
号
を
寿
ぐ
中
、
国
内
情
勢
で
は
、

消
費
税
増
税
、
か
ん
ぽ
生
命
の
不

適
切
契
約
、
そ
し
て
九
州
北
部
豪

雨
、
台
風
15
号
、
19
号
な
ど
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
災
害
に
お

い
て
は
、
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
も

に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
内
経
済
に
お
い
て
は
米
中
貿

Ｇ
（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）
の
活
用
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
情
報
通
信
機
器
の
進

化
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

少
人
化
、
省
力
化
が
図
ら
れ
て
い

く
事
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
女
子
プ
ロ
ゴ

ル
フ
の
ス
マ
イ
ル
シ
ン
デ
レ
ラ
こ

と
渋
野
日
向
子
選
手
が
「
全
英
女

子
オ
ー
プ
ン
」
で
優
勝
を
果
た

し
、
ラ
グ
ビ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
は
、「
4
年
に
一
度
じ
ゃ
な
い
。

一
生
に
一
度
だ
。」
の
言
葉
の
も

と
に
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
が
躍
進
。

そ
の
勇
姿
に
日
本
列
島
が
熱
狂
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
お
い
て
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

生
育
も
概
ね
順
調
に
推
移
し
病
害

虫
の
発
生
も
少
な
く
、
良
好
で
あ

り
ま
し
た
。
う
る
ち
米
は
平
均
反

収
９
．
１
俵
、
も
ち
米
は
９
．
８

俵
と
な
り
う
る
ち
・
も
ち
を
合
わ

せ
て
１
５
７
，
９
７
１
俵
と
な
り
、

昨
年
よ
り
１
９
，
７
９
７
俵
の
増

収
に
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

メ
ロ
ン
・
す
い
か
に
つ
き
ま
し
て

も
、
前
年
以
上
の
収
量
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
の

生
産
者
の
皆
様
の
鋭
意
努
力
に
敬
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■北竜町

■北竜町議会

■北竜町監査委員

■北竜町教育委員会

■北竜町農業委員会

■北竜町選挙管理委員会

■北竜町公平委員会

■北竜町固定資産評価審査委員会

■北竜町国民健康保険運営協議会

■北竜町民生児童委員協議会

■深川地区消防組合北竜支署

■北竜消防団

■北竜町立診療所

■北竜町立歯科診療所

■特別養護老人ホーム北竜町永楽園

■株式会社北竜振興公社

■社会福祉法人北竜町社会福祉協議会

 
新
年
の
ご
挨
拶

 今年もよろしくお願いいたします

ひ
ま
わ
り
の
町
議
会
議
長
　
佐
々
木
　
康
宏

新年挨拶

●
北
島
勝
美
総
務
産
業
常
任
委
員

長 

… 

行
政
執
行
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
し
て
町
民
本
意
の
政
策
提

言
を
し
ま
す
。

●
小
松
正
美
議
会
運
営
委
員
長

(

兼
議
会
広
報
特
別
委
員
長
） 

… 

町
民
目
線
で
の
議
会
運
営
と
、
議

会
広
報
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
尾
﨑
圭
子
常
任
委
員
会
副
委
員

長 

… 

議
会
活
動
の
住
民
へ
の
周

知
に
努
め
、
町
政
に
反
映
さ
せ
ま

す
。

●
中
村
尚
一
議
会
運
営
委
員
会
副

委
員
長 

… 

議
会
運
営
を
通
じ
、

提
案
型
の
政
策
発
信
を
し
ま
す
。

●
小
坂
一
行
監
査
委
員 

… 

例

月
・
定
期
監
査
を
通
じ
、
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

■
議
会
事
務
局
か
ら

高
橋
淳
議
会
事
務
局
長

橋
本
僚
太
議
会
書
記

山
田
伸
裕
議
会
書
記

議
会
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

ご
意
見
・
要
望
な
ど
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
の
お
悔
や
み

と
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
災

害
の
な
い
良
き
年
を
祈
念
し
て
い

ま
す
。

●
こ
ど
も
た
ち
へ

 

こ
の
ま
ち
で
う
ま
れ
、
か
ぞ
く

に
あ
い
さ
れ
て
ス
ク
ス
ク
と
そ
だ

っ
た
き
み
た
ち
が
、
ま
な
ぶ
こ
と
、

え
を
か
く
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
か
の
う
せ

い
が
は
っ
き
さ
れ
る
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
か
ん
が
え
て
い
き
ま
す
。

●
高
校
生
・
大
学
生
へ

　

通
学
の
為
に
朝
早
く
か
ら
通
う

人
や
、
進
学
に
よ
り
町
外
で
住
む

君
達
は
今
一
番
「
伸
び
て
い
る
」

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
の
ご
即
位
に
よ
り
令

和
の
元
号
と
な
り
新
し
い
日
本
の

発
展
と
平
和
を
願
う
時
代
が
始
ま

り
ま
し
た
。
十
一
月「
国
民
祭
典
」

で
は
嵐
が
奉
祝
曲
を
披
露
し

君
が
笑
え
ば
世
界
は
輝
く

誰
か
の
幸
せ
が
今
を
照
ら
す

大
丈
夫
…　

鳥
が
空
が
水
が
海
が
、

君
と
歩
い
て
行
こ
う

自
然
豊
か
な
こ
の
国
で
皆
笑
顔
で

手
を
携
え
て
生
き
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
と
歌
い
あ
げ
ま
し
た
。
ま
さ

に
北
竜
町
の
姿
で
あ
ろ
う
と
感
じ

ま
し
た
。
議
会
一
同
良
き
ま
ち
づ

く
り
の
為
に
努
力
を
い
た
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い

時
期
で
す
。
ふ
る
さ
と
北
竜
を
い

つ
も
誇
り
に
想
い
、
輝
く
未
来
に

向
か
っ
て
進
ん
で
下
さ
い
。
い
つ

か
ど
こ
か
で
我
が
町
を
選
択
し
て

下
さ
い
。

●
働
き
盛
り
の
皆
さ
ま
へ

　

良
い
農
作
物
の
生
産
の
為
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
生
活
用
品
・
飲
食

を
提
供
す
る
為
、
道
路
や
農
地
を

整
備
す
る
為
、住
民
全
て
の
安
心
・

安
全
の
為
等
々
、
皆
さ
ん
今
年
も

元
気
で
稼
い
で
下
さ
い
。
利
益
多

か
れ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

●
先
輩
の
皆
さ
ま
へ

　

高
齢
化
社
会
な
ど
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
役
で
仕

事
や
諸
活
動
を
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

■
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら

●
藤
井
雅
仁
副
議
長 

… 

効
果
的

予
算
執
行
を
心
掛
け
住
民
福
祉
向

上
に
努
め
ま
す
。

●
松
永
毅
議
員
会
長 

… 

予
測
の

つ
か
な
い
災
害
に
対
し
我
が
町
の

防
災
・
減
災
対
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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北 竜 町 長 選 挙

　　投票時間　　午前７時から午後６時まで

　　投 票 所　　北竜町公民館　講堂

　　開票時間　　午後７時から

　　開票場所　　北竜町公民館　大ホール（参観人～先着５０人）
　
 ■投票出来る方
　　投票出来る方は、次の基準により北竜町選挙人名簿に登録されている方です。

　　○平成１４年２月３日以前に生まれた方（ただし満１８歳に達するまでは、期日前投票はできません。）

　　○令和元年１１月２７日以前に転入され、引き続き３ヶ月以上在住の方。

 ■期日前投票及び不在者投票
　　投票日に投票所に行けない方は、期日前投票または不在者投票ができます。

　　手続は、入場券の裏面に住所、氏名を記入し、該当項目に○印をして持参するだけです。また、

　入院等で投票所に行けない方は不在者投票ができますので選挙管理委員会にお問い合わせください。

　　○期日前投票　　１月２９日（水）から２月１日（土）まで
　　　　　　　　　　時間　午前８時３０分～午後８時００分
　　　　　　　　　　場所　すこやかセンター１階
　　○不在者投票　　１月２９日（水）から２月１日（日）まで《投票時間内必着》

 ■投票者送迎バス運行
　　下記のとおり投票所までの無料送迎バスを運行致します。

投 票 日　２月２日（日）
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　１２月６日、旭川市の荒井建設株式会社の中屋副社

長が町長室を訪れ、永楽園に北竜町産ゆめぴりかの新

米５００kgを寄贈されました。

　佐野町長と森永楽園園長が目録を受け取り「とれた

ての新米を頂きありがとうございます。入所者も皆喜

ぶと思います」とお礼を述べられました。

荒井建設(株)から

永楽園に新米の寄贈

　１２月７日、北竜町体育協会（澤田正人会長）主催

の第４２回北竜町６人制バレーボール大会が、改善セ

ンターで開催されました。

　当日は男性５チーム、女性６チームが出場し、優勝

を目指して熱戦を展開、大会結果は以下の通りです。

第４２回北竜町

６人制バレーボール大会

優　勝　北竜町役場
準優勝　Ｔ
第３位　阿部一族

優　勝　「受験生。」
準優勝　北竜中学校バレーボール部
第３位　ピンクレディー

男
子

女
子

左：北竜町役場チーム 右：「受験生。」チーム

■役場・土地改良区

　１２月３０日(月)午後～１月５日(日)まで閉庁

　（役場は日直者がいます)

■診療所

　１２月３０日(月)午後～１月５日(日)まで休診

■歯科診療所

　１２月２９日(日)は休日診療当番医

　１２月３０日(月)～１月３日(金)まで休診

■ごみ処理場

　【北空知衛生センター】

　１２月３１日(火)～１月３日(金)まで休業

　【し尿収集業務】

　１２月２８日(土)～１月８日(水)まで休業

■サンフラワーパーク（１２月３１日・１月１日）

　【温泉】　午前９時３０分～午後７時

　【売店】　午前８時００分～午後６時

　【レストラン】

　　　　　１２月３１日　午前１１時～午後１時

　　　　　　　　　 （ラストオーダー：午後０時３０分）

　　　　　１月１日　　　午前１１時～午後６時

　※１月２日より通常営業いたします。

■ココワ（スーパーマーケット）

　１２月３１日　　午前９時３０分～午後５時

　１月１日・２日　休業

　　　３日～５日　午前９時３０分～午後５時

　　　６日　　　　午前９時３０分～午後６時３０分

年末年始の業務・営業時間のお知らせ
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議会広報委員会Ｎｏ．３４３

　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
５
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

10
月
11
日

■
調
査
事
項　

保
育
所
の
建
設
状

況
と
幼
児
保
育
無
償
化
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し　

　
　
　
　

■
調
査
期
日　

11
月
15
日

■
調
査
事
項　

北
竜
振
興
公
社
の

経
営
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

澤
田　

正
人　

氏
（
再
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

　

川
島　

史
伸　

氏
（
再
）

　

規
定
予
算
に
９
０
，
１
８
７
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
，

２
２
２
，
５
４
９
千
円
と
す
る
補

正
予
算
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

　

規
定
予
算
に
２
，
６
０
０
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
１
４
，

１
６
７
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

　
規
定
予
算
か
ら
84
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
３
６
，
３
１
６

千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

　
規
定
予
算
か
ら
３
３
２
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
３
１
９
，

８
７
１
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
規
定
予
算
か
ら
６
，
５
３
５
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４
３

２
，
７
２
７
千
円
と
す
る
補
正
予

算
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

に
つ
い
て

　
規
定
予
算
に
１
，
５
７
５
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
１
１
４
，

９
１
３
千
円
と
す
る
補
正
予
算
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

　
収
益
的
収
入
で
３
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
６
８
，
０
６
９
千
円

と
す
る
。
資
本
的
支
出
で
２
，
３

０
７
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１

０
９
，
０
３
１
千
円
と
す
る
。

　

５
名
の
議
員
か
ら
６
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
、
内
容
に
つ
い
て
は

２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

委
員
会
報
告

諮
問

同
意

原
案
可
決

令
和
２
年
１
月
29
日
任
期
満
了
の

た
め
任
命
に
同
意

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

○
会
計
年
度
任
用
職
員
の
導
入
に

伴
う
関
係
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
保
育
士
就
業
資
金
貸
付

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
保
健
師
就
業
資
金
貸
付

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

一
般
質
問
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次
代
を
担
う
子
ど
も
達
が
議
会

を
体
験
す
る
こ
と
で
、「
ま
ち
づ

く
り
」
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
子
ど
も
議
会
を

２
年
に
一
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
北
竜
中
学
校
の
３
年
生

が
対
象
と
な
り
、
町
理
事
者
と
８

人
の
議
員
が
答
弁
者
席
に
、
北
竜

中
学
校
３
年
生
の
生
徒
９
人
は
議

員
席
に
座
り
、
本
会
議
さ
な
が
ら

の
緊
張
感
の
あ
る
議
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

■
中
学
生
議
員
の
一
般
質
問

１
．
遊
技
場
の
新
設
に
つ
い
て

２
．
ひ
ま
わ
り
の
里
の

　
　
整
備
に
つ
い
て

３
．
北
竜
の
雇
用
に
つ
い
て

４
．
中
学
校
の
設
備
に
つ
い
て

５
．
街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

６
．
今
後
続
く
で
あ
ろ
う

　
　
高
齢
化
社
会
に
つ
い
て

７
．
部
活
動
場
所
の

　
　
安
全
確
保
に
つ
い
て

中
学
生
議
会
を
開
催

12
月
５
日

議事進行を行う森島太雅議長中学生議員による一般質問

　

天
皇
の
皇
位
継
承
が
行
わ
れ
、

元
号
も
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ

り
一
つ
の
時
代
に
区
切
り
が
つ

け
ら
れ
た
。
迎
え
た
令
和
は
出

だ
し
か
ら
日
本
全
国
度
重
な
る

台
風
の
為
に
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
。

 

特
に
10
月
下
旬
の
台
風
19
号

に
よ
る
、
千
葉
、
福
島
の
記
録

的
豪
雨
は
ま
さ
に
１
０
０
年
に

１
回
の
予
想
を
上
回
る
災
害
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
11

月
に
は
沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
首
里
城
で
火
災
が
発
生
し
て

そ
の
殆
ど
が
焼
け
落
ち
て
し
ま

っ
た
。
沖
縄
県
民
の
皆
様
の
落

胆
は
い
か
ば
か
り
か
と
察
す
る

と
同
時
に
一
人
の
日
本
人
と
し

て
も
本
当
に
残
念
な
気
持
ち
で

一
杯
で
あ
る
。

　

「
苦
を
せ
ね
ば
楽
は
な
ら
ず
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
喜

び
を
得
た
い
の
で
あ
れ
ば
苦
し

い
こ
と
も
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
戒
め
で
あ
る
。

令
和
元
年
の
苦
を
乗
り
越
え
て
、

災
害
に
強
く
平
和
な
日
本
で
あ

り
続
け
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

 　
　
（
小
松
正
美
）

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

１月の町長室開放デーは、２４日（金）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト
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北竜町の決算状況をお知らせします
平成３０年度決算報告

みなさんが納める税金や、国、道からの補助金は、私たちの生活をよりよく
するためにさまざまな形で使われています。
平成３０年度どのくらいの収入(歳入)があり、そしてどのように使われたの
か(歳出)を皆さんの生活に最も関わりの深い一般会計を中心に公表します。

■一般会計 税金などを使って町の基本的な運営や行政サービスを
行う会計です。



9 令和２年１月号

平成３０年度決算報告

●地方債残高の推移

●町税の推移

●町税の負担状況

●町税の内訳

●基金残高の推移
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平成３０年度決算報告

一般会計の決算額を町民の皆さん一世帯当たりの家計簿にしてみました

北 竜 町 の 家 計 簿

平成３０年度

　ここでは、平成３０年度決算の一般会計の歳

入決算総額３６億１，３３０万円と歳出決算総額

３５億５４万円を、３月末現在の世帯で町民１世帯当

たりの金額に計算し、家計簿に置き換えてみました。

　収入合計は約４３３万円で、主なものは給料とパー

ト収入が約３２万円、親からの仕送り約２３７万円と

ローン借入金約６５万円、定期預金解約約３６万円、

その他雑収入約５２万円となっています。支出合計は

約４１９万円で、日常生活費に約５５万円、光熱水費

などに約６２万円、会費・保険料などに約８３万円、

住宅ローンなどの返済に約５０万円、家の増改築費に

約８３万円かかっており、また、将来への備えのため、

定期預金へ３０万円積み立てしています。

　家計の現状は、収入において、親からの仕送りやロー

ン借入金、定期預金解約などが減り、給料や返済して

もらった貸付金が増えており、収入の大半を親からの

仕送りやローン借入金、定期預金解約に頼っている状

況となっています。

　一方、支出においては、謝礼・親戚への援助やロー

ン返済、家の増改築費、定期預金の積み立てなどが減

り、日常生活費や光熱水費、子どもへの仕送りなどが

増えています。また、親からの仕送りが減る一方で、

住宅ローンを返済しながら、新たなローン借入や定期

預金解約などにより、古くなった家の大規模な増改築

や親戚への援助、子どもへの仕送り、医療費・教育費

の支払いなどを行っており、苦しい状況ではありまし

たが、収入の一部を将来のローン返済や家の建て替え

などに備え定期預金に積み立てしています。　

　今後は、親からの仕送りがさらに減る一方で、医療

費・教育費、子どもへの仕送り、ローン返済、家の増

改築費が増加し、当面は苦しい状況が続くことが見込

まれるので、日常生活費や光熱水費などの節約を徹底

するとともに、家の増改築では実施箇所に優先順位を

つけ、計画的・効率的に進めていく必要があります。

また、将来への備えのため、定期預金への積み立てを

計画的に行っていくことも必要です。
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町の一般会計の経費ってどれに当てはまるの？

給料 … 町民税、固定資産税などの

町税。

パート収入 … 保育所の保育料、住

宅使用料、各種証明手数料など。

親からの仕送り … 地方交付税や国・

道の補助金など。

ローン借入金 … 社会資本整備のた

め国などから借りた借金。

定期預金解約 … 収入不足を補うた

め、また特定の事業に使うために積

み立てていた基金からの繰入金。

財布に残っていたお金 … 前年度か

らの繰越金。

預金利息など … 基金利息や土地売

り払い収入などの財産収入。

返済してもらった貸付金 … 貸付金

元利収入。

その他雑収入 … 寄付金、諸収入など。

食費など日常生活費 … 職員給など

の人件費。

光熱水費/衣服購入費/家の設備点検

費/その他雑費 … 需要費/委託料/

備品購入費などの物件費。

医療費/教育費 … 法律に基づく医

療/児童/老人/障がい者等に係る給

付費などの扶助費。

家/車の修理費 … 施設/車両の修繕

などの維持補修費。

会費/保険料/謝礼/親戚への援助な

ど … 広域で実施する消防/ゴミ処

理施設/学校給食組合への負担金/ふ

るさと納税謝礼や各種団体などへの

助成金/補助金などの補助費等。

子どもへの仕送り … 診療所事業、

各種保険事業、特別養護老人ホーム

事業、下水道事業など特別会計への

繰出金。

ローン返済 … 社会資本整備の財源

として過去に借りた借金の元利償還

金。（公債費）

家の増改築費 … 道路、公営住宅、碧

水地域支え合いセンター、北竜温泉

などの施設整備費。（普通建設事業費）

親戚/友人への貸付 … 奨学貸付金

などの貸付金。

株などへの投資/出資 … 株式など

の投資や簡易水道事業への出資金な

ど。

定期預金への積み立て … 将来に向

けた蓄え、特定の事業に使うための

積立金。（基金積立金）

 ■平成３０年度一般会計の主な事業 
■総務費

○北竜町ガイドブック作成事業

○減債基金積立事業

○公共施設整備基金積立事業

○情報システム管理運用事業

　（インフォメーション端末構築）

○ふるさと納税推進事業

○総合計画策定事業

○北竜町青春エール助成事業

○地域力創造事業

　（ひまわり油再生プロジェクト事業他）

○生活交通確保対策事業

○地域公共交通事業

○定住促進対策事業

○プレミアム付商品券発行事業

○高齢者運転免許証自主返納サポート事業

○防犯カメラ設置事業

○防災対策推進事業

○災害対策用物資備蓄事業

○全国瞬時警報システム更新事業

○社会保障・税番号制度事業

■民生費

○北竜温泉優待事業

○高齢者等生活支援・生きがい対策事業

○介護予防支援事業

○福祉灯油等購入助成事業

○高齢者世帯等除雪費助成事業

○障害者自立支援給付事業

○出産祝金支給事業

○和保育所保育料減免事業

○和保育所運営事業

○保育所施設整備事業

■衛生費

○地域医療体制支援事業

○不妊治療費助成事業

○妊婦健康診査費助成事業

○妊産婦健康診査交通費助成事業

○産後健康診査費助成事業

○小児予防接種事業

○がん検診推進事業

○人間ドック料金助成事業

○乳幼児等医療費一部負担金助成事業

■農林水産業費

○特産品PR推進事業

○中山間地域等直接支払推進事業

○多面的機能支払事業

○特産品栽培ハウス支援事業

○JAきたそらち精米施設整備支援事業

○農産物加工実習センター屋上防水改修事業

○農業体験実習生受入事業

○新規就農者誘致促進事業

○担い手確保・経営強化支援事業

○有害鳥獣駆除対策事業

○未来につなぐ森づくり推進事業

■商工費

○商工会育成事業

○商工業活性化推進事業

○観光PR推進事業

○ひまわり観光協会支援事業

○ひまわりの里整備事業（駐車場整備他）

○観光センター整備事業（排水設備改修他）

○サンフラワーパーク北竜温泉送迎バス購入事業

○サンフラワーパーク北竜温泉施設整備事業

○商業活性化施設管理運営支援事業

（単位：千円）

1,200

49,478

70,058

2,592

321,648

7,133

2,772

32,484

8,493

3,631

4,246

4,343

551

1,188

3,796

603

3,996

6,270

（単位：千円）

3,345

12,792

8,710

1,410

1,658

72,566

1,600

4,950

35,725

29,205

（単位：千円）

2,082

441

1,191

400

70

3,560

3,327

2,112

4,235

（単位：千円）

821

113,941

97,004

1,212

28,406

4,698

1,220

3,649

30,000

11,830

4,447

（単位：千円）

13,097

5,284

1,050

4,700

39,173

5,001

23,148

295,770

5,405

平成３０年度決算報告
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■特別会計 特定の事業のために一般会計とは別に保険料や使用料など
の特定の収入により運営する会計です。

平成３０年度決算報告

■土木費

○道路維持管理事業

○除排雪対策事業（道路）

○培本社古作線道路拡幅事業

○碧水線道路改良事業

○橋梁維持管理事業（長寿命化事業）

○河川維持管理事業

○排水機場維持管理事業

○板谷団地公営住宅維持管理事業（屋上防水・水回改修）

■消防費

○深川地区消防組合負担金事業

　うち、消防ポンプ自動車購入

■教育費

○コミュニティスクール推進事業

○外国語教育推進事業

○語学留学助成事業

○小学校入学祝金支給事業

○小学校学習支援員配置事業

○小学校特別教育支援員配置事業

○小学校臨時教職員補充事業

○小学校グランド整備事業

○小学校教材整備事業

　（iPad・無線LANアクセスポイント整備他）

○小・中学校給食費助成事業

○小・中学校修学旅行費助成事業

○農村環境改善センター駐車場LED灯光器設置事業

○生きがいセンターLED灯光器設置事業

○生きがいセンター改修事業

■災害復旧費

○河川災害復旧事業

○道路災害復旧事業

（単位：千円）

21,892

40,298

25,086

17,723

19,343

3,490

2,935

10,282

（単位：千円）

135,937

42,012

（単位：千円）

255

4,930

818

550

1,082

757

3,232

5,822

1,019

4,021

560

648

1,016

23,760

（単位：千円）

24,645

4,536

 ■平成３０年度特別会計の主な事業 
■国民健康保険特別会計

○医療保険給付事業

○保健事業（特定健診・健康ナビ事業費他）

■町立診療所事業特別会計

○町立診療所運営事業

○町立診療所維持管理事業

○町立診療所医療用機器整備事業（内視鏡システム購入）

○町立歯科診療所運営事業

○町立歯科診療所維持管理事業

■介護保険特別会計

○介護保険給付事業

○介護予防・生活支援サービス事業

○一般介護予防事業（まるごと元気アッププロ

グラム・地域リハビリテーション活動支援事業）

○在宅医療介護連携推進事業

○認知症総合支援事業

■特別老後老人ホーム事業特別会計

○特別養護老人ホーム運営事業

○特別養護老人ホーム維持管理事業

■農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計

○浄化センター維持管理事業

○管路等維持管理事業

○集落排水施設最適整備構想策定事業

○浄化槽維持管理事業

○浄化槽整備事業（合併浄化槽設置）

■簡易水道事業会計

○簡易水道事業水道ビジョン策定事業

○水道消火栓更新事業

○簡易水道施設整備（生活基盤近代化）事業

（単位：千円）

202,913

2,787

（単位：千円）

74,462

4,189

5,346

15,413

1,983

（単位：千円）

258,234

2,400

2,608

1,411

1,944

（単位：千円）

374,041

43,665

（単位：千円）

29,316

1,211

5,346

14,065

1,806

（単位：千円）

3,024

3,078

91,563
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■初任給・職員の平均給与額・平均年齢状況
(一般行政職 H31年4月1日現在)

■特別職・議会議員の報酬等
(R1年12月1日現在)

■ラスパイレス指数

職員の給与等の状況

国家公務員を100とした場合の本町の給与水準です。

■人件費(普通会計決算)

職員や特別職(町長･副町長･議員･各種委員等)に支給される給料･報酬･共済費です。

■職員給与費(普通会計決算)人件費の中の職員給与費と諸手当です。

人件費の中の職員給与費と諸手当です。

平成３０年度決算報告
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今
月
の
行
政
相
談

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
又
は
要
望
や
意
見
な
ど

を
受
付
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
口
頭
、
電
話
、

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
付

て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

１
月
21
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

１月の保健行事
すこやかセンター親子自由開放

　９日（木）10:00～16:00

           すこやかセンター

ヘルシー講座

　20日（月）10:00～13:00

           すこやかセンター

乳幼児健診

　22日（水）12:00～15:00

           すこやかセンター

健康相談

　24日（金）

　　10:00～11:00

　　　すこやかセンター

　　13:30～14:30

　　　碧水地域支え合いセンター

農
業
後
継
者
に
対
す
る

結
婚
相
談
所
の
開
設

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

協
議
会
主
催
に
よ
る
結
婚
相
談
所

を
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

結
婚
に
関
す
る
ご
相
談
等
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

日
時　

１
月
17
日 (

金)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

公
民
館　

第
一
研
修
室

担
当
相
談
員

　

杉
本 

友
恵 

相
談
員(

三
谷
）

　

中
山 

雅
恵 

相
談
員（
美
葉
牛
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

北
竜
町
農
村
後
継
者
対
策
推
進

　

協
議
会

　
（
事
務
局:

産
業
課
農
業
担
い
手
係
）

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

令
和
２
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

受
付
期
間

　

通
年

試
験
期
日

　

２
月
16
日(

日)

・
17
日(

月)

の

い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

※
予
備
自
衛
官
補
の
募
集
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
南

地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

中
島
則
明
・
村
上
勝
博
・
高
橋
敬
子

●
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転

　

冬
道
で
は
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
正

面
衝
突
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
路
面
状
況
に
合

わ
せ
て
慎
重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

●
急
の
付
く
運
転
操
作
は
危
険

　

急
発
進
・
急
加
速
・
急
ハ
ン
ド

ル
・
急
ブ
レ
ー
キ
は
ス
リ
ッ
プ
に

つ
な
が
り
大
変
危
険
で
す
。

●
交
差
点
に
注
意

　

雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点

で
は
危
険
を
予
測
し
て
徐
行
と
安

全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

冬
道
に
お
け
る

　
　
交
通
事
故
の
防
止

まちの動き
１２月１日現在（前月比）

世帯数　８２６世帯(－１)

 人口 １, ８０４人(－８)

　男　　　８６４人(－２)

　女　　　９４０人(－６)
（外国人含）

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

　

使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
に
つ
き
ま

し
て
は
、
必
ず
使
い
切
っ
て
可
燃

ご
み
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
様
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１
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■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

ちびっこひろば
　○日  時　１月６日（月）10:00～11:30

　　場  所　和保育所内 支援センター室

　　内　容　お正月「お楽しみ会」

　○日  時　１月10日（金）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内　容　鑑賞体験講座「北竜太鼓」

　○日  時　１月24日（金）10:00～11:30

　　場  所　和保育所内 支援センター室

　　内　容　絵画制作

　○日  時　２月５日（水）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内　容　戸外「元気に雪遊び」

ピカピカキッズ
　○日  時　1月17日（金）10:00～11:30

　　場  所　和保育所

　　内  容　キッズエアロビクス

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー３６７７

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

1/1
（水）

深川市立病院
℡ 22-1101

たなか歯科医院
℡ 23-5545

1/2
（木）

深川市立病院
℡ 22-1101

船山歯科医院
℡ 23-2255

1/3
（金）

深川市立病院
℡ 22-1101

定岡歯科医院
℡ 32-4118

1/5
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

多比良歯科医院
℡ 0125-54-3510

1/12
（日）

深川市立病院
(担当医・児島医院院長 児島 俊一）

℡ 22-1101

いち花歯科クリニック
℡ 0124-22-2207

1/13
（月）

北海道中央病院
℡ 22-2135

渋谷歯科医院
℡ 0125-22-1737

1/19
（日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 　　　　　　院長　津田 尚也）

℡ 22-1101

たなか歯科医院
℡ 23-5545

1/26
（日）

深川第一病院
℡ 23-3511

アヒコ歯科医院
℡ 0125-24-8711

2/2
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

あむデンタルクリニック
歯科口腔外科
℡ 0124-27-7313

休 日 当 番 医

牡
蠣
む
く
は
嫁
に
任
せ
る
山
育
ち
　 

　
　
　
　
山
本
玲
子

深
雪
野
へ
ト
書
の
よ
う
な
風
の
筋
　
　 

　
　
　
阿
部
れ
い
子

五
十
年
添
い
し
わ
た
し
も
雪
女
　 

　 

　 

　
　
吉
尾
広
子

田
仕
舞
の
ご
褒
美
ま
ず
は
一
日
寝
て
　 

　
　
　
山
岸
正
俊

雪
国
や
サ
サ
ラ
電
車
の
風
物
詩 

　  

　
　
　
　
山
下
好
晴

男
物
裁
つ
や
き
り
り
と
初
氷    

　 

　
　
　
　
佐
光
久
美
子

コ
ー
ラ
ス
の
第
九
流
る
る
字
の
村  

　 

　
　
　
杉
本
隆
文

辺
地
医
療
子
が
継
ぐ
話
年
詰
ま
る
　
　
　 

　
　
高
田
紀
子

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

和
本
町　

川
本 

洋
子 　

様

　

  

千
歳
市　

岩
上 

愉
美
子 

様

　

  

共　

栄　

北
清 

友
子 　

様

　

遺
族
会
へ

　

  

共　

栄　

北
清 

友
子 　

様

寄
付

　

永
楽　
　

へ

　
　

共　

栄　

川
田　

啓
一　

様

■
ご
結
婚
お
め
で
と
う

桜　

岡　

北
島 

和
也　

  

さ
ん

桜　

岡　
　

田 

陽
奈　
　

さ
ん

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

共　

栄　

北
清 

方
巳　

氏 

82
歳

　
　
　
　

 　
　
　

  

（
11
月
18
日
）

                   
北竜町の事件・事故の発生状況（11月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数

空き巣 忍び
込み

車上
狙い 暴行 その他 合計

2019年 １ ３ ０ ２ ０ ６

2018年 １ ０ ０ ０ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2019年 １ 2019年 49

2018年 １ 2018年 55

2019年 ２

2018年 ２
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入所の申込及び問合せについては、役場住民課福祉係（℡３４－２１１１）までお願いします。

１．延長保育

　　　定時にお迎え出来ない場合に限り時間を延長して保育を行います。

　　　○延長時間：「月～金」午後４時～午後６時

　　　○保育料：３００円～３，０００円（利用時間によって変わります）

２．拡大延長保育

　　　延長保育に加え、更に朝３０分、夜３０分間拡大して保育を行います。

　　　○延長時間：「月～金」午前７時３０分～午前８時、午後４時～午後６時３０分

　　　○保育料：一律５，０００円（月額）

３．休日保育

　　　土、日、祝日、お盆、年末年始に保育を行います。

　　　※ただし、お盆（８月１５～１６日）、年末年始（１２月３０～３１日、１月１～３日）、

　　　　年度休み期間中、所内美装清掃は完全休所とします。

　　　○保育時間：午前８時～午後４時

　　　○保育料：一律１，０００円（日額）（土曜日午後半日でも同額）

１．４歳児クラス以上は入所条件はありません。

２．未満時クラスは（３歳児以下）は両親共働きで家庭において保育できない場合に入所

　　いただけます。また、今まで農繁期などで定期間保育を利用されていたお子様も仕事

　　をしている期間は入所が可能となります（農閑期など仕事をしていない間は休所・退

　　所となります）。

　　※共働きでなくなった場合は、退所していただくこととなります（出産なども含む）。

入所条件

特例（働く保護者の方のみ）

  和保育所の
入所申込みについて

　令和２年度における和保育所の４月入所申込みにつきましては、在所児も含めまし

て、令和２年１月１５日から２月１４日までに申込をされるよう、入所見込者へ連絡さ

せて頂いております。

　入所希望があり、申込書の提出がお済みでない方におかれましては、忘れずに提出下

さいますようお願い致します。また、未満児クラス（３歳児以下）のお子様の保育所へ

の入所につきましては、下記の点にご留意の上、申込をされますようお願い致します。
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福祉灯油代等助成・除雪費助成について

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です。

　　　１　居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　２　所得要件～本年度の町民税が非課税の世帯または、町民税の均等割額のみが課税されている世帯

　　　３　世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が６５歳以上で同居の親族も６５歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②６５歳以上の独居世帯

　　　　　③世帯全員が病弱で除雪が困難な世帯

　　　　　④その他町長が特に認める世帯

 ●助　　成　　額　　（１）玄関前の除雪（２）屋根・窓の除雪

　　　　　　　　　　 上記で業者等へ支払った額の２分の１（ただし、（１）（２）ともに２０，０００円が限度）

 ●申　請　期　間　　令和元年１２月２日（月）～ 令和２年２月２８日（金）までに、 領収書等を添付の上、

　　　　　　　　　　 申請書を提出下さい。

除 雪 費 助 成

 ●助成対象世帯　　　

　　次の要件１～３をすべて満たしている世帯です（暖房用に灯油を使用しない住宅に居住している者を除く）。

　　　１　居住要件～１２月１日現在、北竜町に現に居住している世帯(入院者、施設入所者等を除く)

　　　　　　　　　　（令和元年１２月１日～令和２年３月３１日の間、各月ごとにその月の半分以上の日に

　　　　　　　　　　 自宅に滞在することが見込まれる方）

　　　２　所得要件～本年度の町民税が非課税の世帯または、町民税の均等割額のみが課税されている世帯

　　　３　世帯要件～次のいずれかに該当する世帯

　　　　　①世帯主が７０歳以上で同居の親族も７０歳以上の方で構成されている世帯

　　　　　②７０歳以上の独居世帯

　　　　　③身障手帳１級及び２級の交付者で、その方の収入で生計を営んでいる世帯

　　　　　④義務教育期間終了前のお子さんを養育し、児童扶養手当を受給している母子世帯及び父子世帯

　　　　　　（扶養義務者等と同居している場合は、扶養義務者などが町民税非課税世帯または町民税均等割

　　　　　　 のみの場合に限り対象）

 ●助　　成　　額　　●灯油代：１０，０００円 　　●電気代：６，０００円 　　●ガス代：６，０００円

　　　　　　　　　　　※申請できるのは、灯油代、電気代、ガス代のうち

　　　　　　　　　　　　主力暖房として利用しているもの１つになります。

 ●申　請　期　間　　令和元年１２月２日（月）～ 令和２年２月２８日（金）まで

福 祉 灯 油 代 助 成

　町では今年度においても、在宅福祉の向上を図ることを目的に、次の世帯に暖房用灯油代及び暖房用電

気代、除雪費用の助成を行います。申請方法は、居住要件と世帯要件を満たしている世帯へ申請期限まで

に、担当民生委員等が訪問し申請書をお渡し致しますので、必要事項を記入の上、領収書等と一緒に担当

民生委員にお渡しいただくか、役場住民課福祉係まで提出してください。申請書受理後、所得要件を確認

し後日助成の有無等をお知らせいたします。

【問い合わせ先】　　役場住民課福祉係　℡３４－２１１１
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に

は
ご
家
族
御
揃
い
に
て
ご
健
勝
で

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

よ
り
土
地
改
良
区
の
運
営
、
維
持

管
理
、
並
び
に
事
業
推
進
に
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
九
州
北
部
豪
雨
、
さ
ら

に
９
月
の
台
風
15
号
、
10
月
の
台

風
19
号
、
21
号
と
３
つ
の
台
風
が

本
土
に
上
陸
し
て
関
東
、
東
北
に

於
い
て
家
屋
の
損
壊
、
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
家
屋
の
浸
水
、
農
地
、

ダ
ム
、
農
業
関
連
施
設
等
に
甚
大

な
被
害
を
受
け
多
く
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
の
お
悔

や
み
と
、
被
害
を
受
け
た
皆
様
に

心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
の
春
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
融
雪
も
早
く
田
植
ま
で
順
調

な
春
作
業
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
６
月
、
７
月
と
降
雨
の
少
な
い

状
況
が
長
期
に
渡
っ
て
続
き
、
ダ

ム
の
貯
水
も
著
し
く
減
少
し
ま
し

た
。
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
に

か
け
て
長
期
間
に
渡
る
交
代
水
を

実
施
し
節
水
と
水
の
確
保
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。
一
部
水
系
に
よ

っ
て
は
危
機
的
な
状
況
に
な
り
ま

し
た
が
、
組
合
員
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
に
よ
り
事
故
な
く
通
水

を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
事
に
、

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
天
候
の
な
か
、
米
の

作
柄
に
つ
い
て
は
作
況
指
数
１
０

５
、
や
や
良
の
報
告
の
中
、
大
豊

作
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
平
年
作
以

上
、
豊
作
に
近
い
収
量
を
確
保
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

麦
に
つ
い
て
は
干
ば
つ
の
中
ま
ず

ま
ず
の
収
量
が
確
保
さ
れ
ま
し
た

が
、
大
豆
、
そ
ば
に
あ
っ
て
は
、

発
芽
不
良
、
生
育
の
遅
れ
に
よ
る

減
収
と
残
念
な
結
果
で
あ
り
ま
す

が
、
組
合
員
皆
様
の
一
年
を
通
し

て
の
営
農
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
道
営
土
地
改
良
事
業
で

は
、
経
営
体
育
成
北
竜
北
、
北
竜

北
西
、
渭
の
津
、
北
竜
南
２
地
区

の
継
続
、
北
竜
南
１
地
区
の
工
事

が
新
た
に
始
ま
り
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。
雨
の
少
な
い
天
候
の

中
、
夏
期
施
工
を
含
め
事
業
も
順

調
で
綺
麗
な
工
事
が
出
来
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
北
竜
北
、
北
竜
北
西
、
渭
の

津
地
区
が
令
和
元
年
度
を
も
っ
て

事
業
が
完
了
致
し
ま
す
。
長
年
に

わ
た
っ
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
期
成
会
、
関
係
組
合
員
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
国
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

推
進
に
大
き
な
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
農
作
業
の
大
幅
な
効
率
化
、

省
力
化
、
コ
ス
ト
の
更
な
る
縮
減

に
は
農
地
の
大
区
画
化
、
排
水
対

策
を
含
め
た
土
地
改
良
基
盤
整
備

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
予
算
の
確
保
が
重
要
で
あ
り

ま
す
。
農
業
農
村
整
備
予
算
も
削

減
さ
れ
る
前
の
水
準
ま
で
回
復
し

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
補
正
予
算

に
頼
る
部
分
が
多
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
強
力
に
要
請
活
動
を
行
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
当
区
と
致
し
ま
し
て
、
今
年

も
継
続
事
業
の
推
進
と
施
設
の
効

率
的
な
維
持
管
理
、
経
費
の
削
減

を
目
指
し
、
町
行
政
を
始
め
、
関

係
団
体
の
御
指
導
、
御
協
力
を
い

た
だ
き
役
職
員
一
致
協
力
し
て
努

力
い
た
す
所
存
で
御
座
い
ま
す
。

組
合
員
皆
様
の
一
層
の
御
指
導
、

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
最
良
の
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
、
更
に
豊
穣
の
出
来
秋
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

北
竜
土
地
改
良
区
理
事
長
　
近
江
　
博
信

新
年
の
ご
挨
拶

北竜土地改良区
ほくりゅう
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　本年度の臨時総会が去る１１月１９日公民館大ホールにおいて開催され、議長に斎藤克司氏、議事録記名人

に新井義明氏、小川達也氏をそれぞれ選任して別掲のとおり全議案が可決されました。

議案番号 件名 内容 結果

承認議案

第１号

平成30年度事業報告及び収入支

出決算書並びに財務諸表の承認

について

平成30年度事業報告、収入支出決算書、財務諸表の承認を求めるもの。

　収入決算額　　628,834千円

　支出決算額　　571,211千円

　差 引 残 額　　57,623千円

原案

承認

第１号
北竜土地改良区 規約の一部変

更について
規約の一部変更をするもの。

原案

可決

第２号
北竜土地改良区 会計細則の一

部変更について
会計細則の一部変更をするもの。 同

第３号 土地改良財産処分について 同

第４号
令和元年度 農林漁業資金借入

額の変更について
同

第５号
令和元年度会計 収入支出第１

回補正予算について
既定予算額より18,588千円を増額し、第１回補正予算額を660,276千円とするもの。 同

所在 地目
面積
(㎡)

単位
(㎡あたり円)

譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字和
180番地2

用悪水路 78 57 小野 嵩 有償

雨竜郡北竜町字和
180番地3

用悪水路 56 57 小野 嵩 有償

雨竜郡北竜町字和
189番地13

用悪水路 365 57 小野 嵩 有償

雨竜郡北竜町字和
189番地18

用悪水路 331 57 小野 嵩 有償

事業名 本年度事業費 地元分担金 本年度借入額 利率

北竜北地区
道営土地改良事業

264,620,000
(260,000,000)

33,078,000
(32,500,000)

33,078,000
(32,500,000)

5%
以内

北竜北西地区
道営土地改良事業

377,640,000
(393,000,000)

47,205,000
(49,125,000)

47,205,000
(49,125,000)

5%
以内

渭の津地区
道営土地改良事業

218,100,000
(210,000,000)

27,263,000
(26,250,000)

27,263,000
(26,250,000)

5%
以内

北竜南２地区
道営土地改良事業

626,280,000
(552,000,000)

78,285,000
(69,000,000)

78,285,000
(69,000,000)

5%
以内

北竜南１地区
道営土地改良事業

413,000,000
(412,000,000)

51,625,000
(51,500,000)

51,625,000
(51,500,000)

5%
以内

計
1,899,640,000
(1,827,000,000)

237,456,000
(228,375,000)

237,456,000
(228,375,000)

道営土地改良事業 北竜南１地区において、次の土地改良施設財産を普通財産に

用途廃止し処分する。

　

令和元年度臨時総会で補正予算などを可決

平成３０年度会計 収入支出決算 内訳
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科　　目 当年度（円） 科　　目 当年度（円）
Ⅰ．一般正味財産増減の部 　　　　　選挙費
１．経常増減の部 選挙費
　　（１）経常収入 　選挙費 0
　　　　賦課金 　　　　土地改良事業費

経常賦課金 土地利用調整推進事業費
　経常賦課金 210,321,170 　北竜北地区土地利用調整推進事業費 200,000
特別賦課金 　北竜北西地区土地利用調整推進事業費 100,000
　特別賦課金 17,457,166 　渭の津地区土地利用調整推進事業費 200,000

　　　　使用料 調査設計等受託金
使用料 　調査設計等受託金 1,884,384
　使用料 964,805 国営造成施設管理体制整備促進事業

　　　　補助金及び交付金 　国営造成施設管理事業受託事業費 714,000
補助金 　　　　事業分担金
　北竜北地区土地利用調整推進事業補助金 110,000 事業分担金
　北竜北西地区土地利用調整推進事業補助金 55,000 　道営事業分担金 232,282,504
　渭の津地区土地利用調整推進事業補助金 110,000 　　　　諸税及負担金
　中心経営体農地集積促進事業補助金 7,783,490 諸税
国営造成施設管理事業補助金 　公租公課 45,000
　国営造成施設管理事業補助金 11,086,000 負担金
償還負担金 　合同庁舎管理負担金 2,338,000
　償還負担金 14,201,501 　負担金 3,423,405
助成金 　事業負担金 11,544,362
　助成金 4,170,373 　　　　償還金
　経営安定基盤整備緊急支援事業助成金 3,410,000 　 農林漁業資金償還金
担い手育成支援事業助成金 　償還利子 4,789,128
　担い手育成支援事業助成金 1,033,000 繰上償還金

　　　　財産収入 　繰上償還金（内償還利子） 24,455
財産運用収入 　　　　諸支出金
　財産売払収入 56,213 一時借入金利子
　預金利子 318,642 　一時借入金利子 0
　配当金 14,347 諸費

　　　　受託金及補償金 　賦課金徴収費 54,756
受託金 　保険料 277,590
　調査設計等受託金 1,884,384 　式典費 146,242
基幹水利施設管理事業受託金 　職員厚生費 135,090
　基幹水利施設管理事業受託金 5,727,240 　雑費 197,189
国営造成施設管理事業受託金 　表彰費 150,000
　国営造成施設管理事業受託金 714,000 　 中心経営体農地集積促進事業費

　　　　諸収入 　中心経営体農地集積促進事業交付金 14,151,800
諸収入 　　　　事業推進費
　加入金 128,236 事業推進費
　預金利子 671 　事業推進費 50,000
　雑入 625,416 　　　　引当金等繰入
　決済金 326,184 役員退任功労金引当金繰入 1,240,000
　繰上償還金 6,615,121 職員退職給与金引当金繰入 3,500,000

　　　経常収入計 287,112,959 地区除外等決済金引当金繰入 326,184
　　　　（２）経常支出 道営負担金償還準備積立金繰入 21,500,000
　　　　　一般管理費 中心経営体農地集積促進事業積立金繰入 651,000

事務費
　報酬 4,918,000 　　　　減価償却費
　俸給給与 34,879,244 所有土地改良施設減価償却費 104,854,336
　役員退任功労金 0 　 車両運搬具減価償却費 778,220
　諸保険掛金 8,217,845 工具、器具等減価償却費 145,051
　賃金 1,489,117 ソフトウェア減価償却費 271,800
　旅費 832,940 　　経常支出計 496,559,906
　費用弁償 672,000 　　当期経常増減額 △209,446,947
　需用費 1,510,369 ２．経常外増減の部
　使用料及賃借料 1,619,181 　　（１）経常外収入
　営繕費 経常外収入計 0
　研修費 191,484 　　（２）経常外支出
　交際費 386,116 経常外支出計 0
会議費 　固定資産除却損失 0
　会議諸費 277,670 当期経常外増減額

　　　　　営造物管理費 当期一般正味財産増減額 △209,446,947
営造物管理費 一般正味財産期首残高 717,434,121
　維持工事費 11,158,282 一般正味財産期末残高 507,987,174
　維持管理費 16,674,989 Ⅱ．指定正味財産増減の部
　補助金 0 　　１　受取補助金等
　敷地補償費 26,875 　　　　受取補助金等計 0
　敷地買収費 365,478 　　２　一般正味財産への振替額
　安全対策事業費 341,820 　　　　当期指定正味財産増減額 0
調査設計費 　　　　指定正味財産期首残高 0
　調査設計費 1,296,000 　　　　指定正味財産期末残高 0
基幹水利施設管理事業費
　基幹水利施設管理事業費 5,728,000 Ⅲ．正味財産期末残高 507,987,174

　 平成 30 年 4 月 1 日から
平成 31 年 3 月 31 日正　味　財　産　増　減　計　算　書



21 令和２年１月号

科　　目 当年度（円） 科　　目 当年度（円）
Ⅰ．資産の部 Ⅱ．負債の部
１．流　動　資　産 １．流　動　負　債
　　　　現金及び預金 52,582,763 　　　　未払金 902,648
　　　　未収金等 0 　　　　預り金 497,934
　　　　短期未収金 6,441,242 　　流動負債合計 1,400,582
　　流動資産合計 59,024,005 ２．固　定　負　債
２．固　定　資　産 　　　公庫資金等長期借入金 909,288,805
　（１）有形固定資産 　　　その他長期借入金 623,366,845
　　　　建物及び附属設備 1,609,580 　　　役員退任功労引当金 2,480,000
　　　　所有土地改良施設 1,885,654,837 　　　職員退職給与引当金 48,181,047
　　　　土地改良施設用地等 2,940,255 　　　地区除外等決済金引当金 3,941,827
　　　　事務所備品 918,142 　　　道営負担金償還準備積立金 69,500,000
　　　　車両運搬具 2,539,381 　　　中心経営体農地集積促進事業積立金 651,000
　　　　工具、器具等 34 　　固定負債合計 1,657,409,524
　　有形固定資産合計 1,893,662,229
　（２）無形固定資産 　　負債合計 1,658,810,106
　　　　ソフトウェア 140,401
　　無形固定資産合計 140,401 Ⅲ．正味財産の部
　（３）その他固定資産 １．指定正味財産
　　　　基本財産　 　　指定正味財産合計 0
　　　　　　備荒積立金 88,725,458 ２．一般正味財産 507,987,174
　　基本財産合計 88,725,458 　　（うち基本財産への充当額） (88,725,458)
　　　　特定資産 　　（うち特定財産への充当額） (69,652,000)
　　　　　　役員退任功労金積立金 2,480,189
　　　　　　職員退職手当積立金 45,089,553 正味財産合計 507,987,174
　　　　　　地区除外等決済金積立金 3,941,827
　　　　　　道営負担金償還準備積立金 69,500,000
　　　　　　中心経営体農地集積促進事業積立金 651,000
　　特定資産合計 121,662,569
　　　　その他資産
　　　　　　出資金 1,744,000
　　　　　　職員福利厚生資金貸付金 1,838,618
　　その他資産合計 3,582,618
　　その他固定資産合計 213,970,645
　　固定資産合計 2,107,773,275
３．繰延資産
　繰延資産合計 0

資　　　産　　　合　　　計 2,166,797,280 負債及び正味財産合計 2,166,797,280

　
平成 31 年 3 月 31 日現在

　
平成 31 年 3 月 31 日現在

科　　目 金額（円） 科　　目 金額（円）
Ⅰ．資産の部 　　　地区除外等決済積立金
１．流動資産 59,024,005 　　　　定期預金 1口 3,941,827
　　現金及び預金 52,582,763 　　　道営負担金償還準備積立金
　　　現　　　 金 63,551 　　　　定期預金 1口 69,500,000
　　　預　　　 金 　　　中心経営体農地集積促進事業積立金
　　　　普通預金 3口 52,519,212 　　　　定期預金 1口 651,000
　　短期未収金 6,441,242 　　その他資産 3,582,618
　　　国営造成施設管理事業受託金 714,000 　　　出資金
　　　基幹水利施設管理事業受託金 5,727,240 　　　　農林中央金庫札幌支店　 　　　  1,200口 120,000
　　　雑入 2 　　　　北海道土地改良事業団体連合会　　　 25口 250,000
２．固定資産 2,107,773,275 　　　　北海道信用農業協同組合連合会　　　 30口 300,000
（1）有形固定資産 1,893,662,229 　　　　きたそらち農業協同組合北竜支所 2,098口 1,049,000
　　土地及び附属設備 　　　　北空知信用金庫　　　　　　　　　　 50口 25,000
　　　住宅敷地（和 12 番地 2外 3筆） 1,609,580 　　　貸付金
　　所有土地改良施設 　　　　職員福利厚生資金貸付金 1,838,618
　　　ダム・ため池他 1,885,654,837 資　産　合　計 2,166,797,280
　　土地改良施設用地等 Ⅱ．負債の部
　　　北竜町碧水他 2,940,255 １．流動負債 1,400,582
　　備品及び装置 　　未払金
　　　事務所用品 918,142 　　　俸給給与　他 902,648
　　車両運搬具 　　預り金
　　　自動車 2,539,381 　　　諸保険掛金 497,934
　　工具、器具等 ２．固定負債 1,657,409,524
　　　測量、工事用器具 34 　　公庫資金等長期借入金
（2）無形固定資産 140,401 　　　日本政策金融公庫 139 件 909,288,805
　　ソフトウェア 　　その他の長期借入金
　　　賦課システム他 140,401 　　　きたそらち農業協同組合 3件 401,376,845
（3）その他固定資産 213,970,645 　　　全国土地改良事業団体連合会 21 件 221,990,000
　　基本資産 88,725,458 　　役員退任功労引当金 2,480,000
　　　備荒積立金 　　職員退職給与引当金 48,181,047
　　　　定期預金 1口 88,725,458 　　地区除外等決済金引当金 3,941,827
　　特定資産 121,662,569 　　道営負担金償還準備積立金 69,500,000
　　　役員退任功労積立金 　　中心経営体農地集積促進事業積立金 651,000
　　　　定期預金 1口 2,480,189 負　債　合　計 1,658,810,106
　　　職員退職給与積立金 Ⅲ．正味財産の部
　　　　定期預金 1口 45,089,553 正　味　財　産　合　計 507,987,174

負債及び正味財産合計 2,166,797,280

貸　借　対　照　表

財　産　目　録
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１．重要な会計方針

　本財務諸表は、土地改良区会計基準（平成23年4月1日22農振第2410号）により作成している。

　（１）資産の評価基準及び評価方法

　　取得価格が不明な一部の資産の評価に当たっては次によっている。

　　　　土地及び附属設備：固定資産税課税評価額による。

　　　　所有土地改良施設：①土地改良財産台帳に登載されている造成価格に土地改良区が負担した割合を乗じ、減価償却累計額を控除

　　　　　　　　　　　　　　した価格とする。

　                        ②補償工事及び災害復旧工事で造成された施設については、新設と同様の扱いで造成された施設は、一般的

　　　　　　　　　　　　　　な事業の負担割合を用いている。

　　　　土地改良施設用地等：平成30年度固定資産税課税評価額によることとし、非課税用地の取得用地は1円の備忘価格とする。

　　　　受託土地改良施設使用収益権：土地改良区財産台帳に登載されているものについては算出対象とする。

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　①土地改良施設等の減価償却の方法

　　　　定額法による減価償却を平成３０年度より実施している。過年度分について経過期間に応じた減価償却累計額を求めている。

　　　　なお、耐用年数については、農水省【土地改良事業における経済効果の測定に必要な諸係数について】の標準耐用年数を用いて

　　　　いる。また、貸借対照表価格は直接法による。

　　　②その他固定資産の減価償却の方法

　　　　定額法による減価償却を平成３０年度より実施している。過年度分について経過期間に応じた減価償却累計計額を求めている。

　　　　なお、耐用年数については、【減価償却資産の耐応年数等に関する省令】（昭和４０年大蔵省令第１５号）の耐用年数を用いている。

　　　　また、貸借対照表額は直接法による。

　（３）引当金の計上基準

　　　役員退任功労引当金 ……… 役員退任功労に備える為、当期における退任功労金債務に基づき、当期に発生していると認められる

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上している。なお、退任功労金債務は役員等の報酬、費用弁償に関する規定に基づいて計上し

　　　　　　　　　　　　　　　　ている。

　　　職員退職手当引当金 ……… 職員の退職手当に備える為、当期における退職手当債務に基づき、当期に発生していると認められる

　　　　　　　　　　　　　　　　額を計上している。なお、退職手当債務は職員退職給与金規程に基づいて計上している。

　　　地区除外等決済金引当金 … 転用した土地に係る年賦支払金及び事業費、負担金又は分担金に充てる為計上している。なお、

　　　　　　　　　　　　　　　　決済金単価は決済金算定基準に基づき計上している。

　（４）消費税等の会計処理

　　　 消費税等の会計処理については、税込方式による。

２．重要な会計方針の変更

　（１）会計処理の原則又は手続の変更

　　　 平成３０年度より「単式簿記方式」から「複式簿記方式」に変更している。

３．基本財産、特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産、特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　

財　務　諸　表　に　関　す　る　注　記

（単位：円）

科　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
備荒積立金 88,425,458 300,000 0 88,725,458

0
小　　　　計 88,425,458 300,000 0 88,725,458

特定資産

役員退任功労積立金 1,240,189 1,240,000 0 2,480,189
職員退職手当積立金 41,589,553 3,500,000 0 45,089,553
地区除外決済金積立金 3,615,643 326,184 0 3,941,827
道営負担金償還準備積立金 48,000,000 21,500,000 0 69,500,000
中心経営体農地集積促進事業積立金 499,000 651,000 499,000 651,000

小　　　　計 94,944,385 27,217,184 499,000 121,662,569
合　　　　計 183,369,843 27,517,184 499,000 210,388,027

（単位：円）

科　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応

する額）

基本財産
備荒積立金 88,725,458 (88,725,458)

小　　　　計 88,725,458 0 (88,725,458) 0

特定資産

役員退任功労積立金 2,480,189 (2,480,189)
職員退職手当積立金 45,089,553 (45,089,553)
地区除外決済金積立金 3,941,827 (3,941,827)
道営負担金償還準備積立金 69,500,000 (69,500,000)
中心経営体農地集積促進事業積立金 651,000 (152,000) (499,000)

小　　　　計 121,662,569 0 (69,652,000) (52,010,569)
合　　　　計 210,388,027 0 (158,377,458) (52,010,569)
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５.担保に供している資産

 　なし

６.固定資産等の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　（１）固定資産の取得価額、減価償却累計額、当期売却・除却額、当期売却末残高及び当期減価額は、次の通りである。 （単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期除却額 当期末残高 当期減価額
土地及び附属設備 1,609,580 0 0 1,609,580 0
土地改良施設用地等 2,940,255 0 0 2,940,255 0
事務所用備品 9,110,328 8,192,186 0 918,142 145,051
車両運搬具 23,644,000 21,104,619 0 2,539,381 778,220
工具、器具等 1,306,370 1,306,336 0 34 0
ソフトウェア 1,359,000 1,218,599 0 140,401 271,800

合　　　計 39,969,533 31,821,740 0 8,147,793 1,195,071

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

補
助
金

北竜北地区土地利用調整補助金 北海道 0 110,000 110,000 0 一般正味財産
北竜北西地区土地利用調整補助金 北海道 0 55,000 55,000 0 〃
渭の津地区土地利用調整補助金 北海道 0 110,000 110,000 0 〃
中心経営体農地集積促進事業補助金 北海道 0 7,783,490 7,783,490 0 〃
国営造成施設管理事業補助金 北竜町他 0 11,086,000 11,086,000 0 〃

助
成
金

助成金 雨竜町他 0 4,170,373 4,170,373 0 〃
経営安定基盤整備緊急支援事業補助金 全土連 0 3,410,000 3,410,000 0 〃
担い手育成支援事業助成金 全土連 0 1,033,000 1,033,000 0 〃

合　　　計 0 27,757,863 27,757,863 0

（単位：円）

科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 当期減価額
所有土地改良施設 3,560,571,572 1,879,778,562 1,885,654,837 104,854,336

合　　　計 3,560,571,572 1,879,778,562 1,885,654,837 104,854,336

（単位：円）

区　　　分 前期末残高
本年度増減額

当期末残高
増加（借入） 減少（償還）

土地改良区管理施設の負担に係る借入金 721,309,424 237,051,000 49,071,619 909,288,805

（単位：円）

区　　　分 前期末残高
本年度増減額

当期末残高
増加（借入） 減少（償還）

土地改良区管理施設の負担に係る借入金 695,836,270 58,860,000 131,329,425 623,366,845

（単位：円）

当期末残高
左のうち国庫補助金等

国　　　　費 道　　　費
0 0 0

　（２）所有土地改良施設の取得価額、減価償却累計額、当期末残高及び当期減価額は、次のとおりとする。

　（３）土地改良施設建設仮勘定にかかる補助金相当額については、次のとおりである。

７．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　なし

８．補助金、助成金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金、助成金の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次の通りである。

９.指定正味財産から一般正味財産

　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次の通りである。

　　経常収入への振替額　０円　　　　経常外収入への振替額　０円　　　　合計　０円

10.関連当事者との取引の内容

　　なし

11.重要な後発事象

　　なし

12.公庫資金等長期借入金及びその他の長期借入金に係る固定負債の内訳

　（１）公庫資金等長期借入金

　（２）その他の長期借入金
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　農業農村整備事業予算確保に向けて中央要請
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関係者が参加し、令和２年度当初予算の確保、土地

改良区の運営基盤の強化に対する支援のほか全項目

の要請書を全会一致で採択し、総意を結集しました。

　又、空知管内の土地改良区理事長等により農水省、

国土交通省北海道開発局、道内選出国会議員に対し

強力な要請を行って参りました。

　令和元年６月４日～６日及び令和元年１１月１１

日～１３日の２回にわたり農業農村整備事業予算確

保に向けて中央要請活動を行いました。

　要請活動初めに『農業農村整備の集い』を砂防会

館にて開催されました。農水省からは大臣を筆頭に

副大臣、大臣政務官、農村振興局長ら幹部が出席さ

れました。全国から約１２００名を超える土地改良
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組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

　農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

　土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんのでご注意ください。

　各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等をご持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の事務

手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、転用申請、転用決済

金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。

　届け出をお願いします！

本町に住所を有する難病患者（国及び北海道が指定する指定難病・特定疾患者）の方に対し、

通院費の一部を助成致しますので、該当される方は申請されますようお知らせ致します。

■受給者証サンプル

※受給者証は、白とクリー
ム色の２種類あります。

①対象者

　　深川保健所より「特定医療費（指定難病）受給者証」の交付を受けて

　　いる難病患者の方

②申請期間

　　令和２年１月６日（月）から１月３１日（金）まで

③申請場所

　　役場住民課福祉係

④申請に必要なもの

　　① 特定医療費（指定難病）受給者証

　　② 印鑑

　　③ 口座振替を行う金融機関の口座番号

　※なお、この助成は、毎年１月に申請を行っていただくことにより、

　　受給資格が発生します。

※平成２０年９月３０日にて北海道の経過措置が終了しているため、
ウイルス性肝炎・橋本病患者の方は対象外となります。

●  難病患者通院費助成のお知らせ ●
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令
和
元
年
11
月
25
日
か
ら
27
日

の
３
日
間
、
Ｊ
Ａ
全
農
み
え
（
三

重
県
津
市
）、
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
（
愛

知
県
豊
川
市
）
へ
の
道
外
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス

生
産
組
合
の
川
村
功
さ
ん
、
Ｊ
Ａ

職
員
の
中
野
智
晴
さ
ん
、
渡
辺
拓

也
さ
ん
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
か
ら

は
役
員
の
吉
田
麻
友
美
さ
ん
、
佐

藤
仁
美
さ
ん
、
竹
林
が
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
例
年
と

違
い
、
直
売
所
で
の
米
の
対
面
販

売
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他

の
Ｊ
Ａ
職
員
や
農
家
の
方
と
の
意

見
交
換
は
非
常
に
為
に
な
る
も
の

で
し
た
。

　

初
日
は
移
動
の
み
で
終
了
。
セ

ン
ト
レ
ア
空
港
に
降
り
立
っ
た
時

気
温
は
21
℃
あ
り
、
ま
る
で
季
節

が
巻
き
戻
っ
た
よ
う
で
し
た
。
空

港
か
ら
津
市
へ
と
移
動
す
る
高
速

船
の
中
で
は
、
至
る
所
で
伊
賀
忍

者
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
お
出
迎
え

し
て
く
れ
、
船
内
に
は
あ
い
さ
つ

ま
で
「
忍
者
文
字
」
で
記
し
て
あ

り
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
最
初
の
訪
問
先
は
Ｊ

Ａ
全
農
み
え
で
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農

み
え
に
は
、
ホ
ク
レ
ン
を
経
由
し

て
長
年
米
の
産
地
指
定
（
播
種
前

契
約
）
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
東

海
コ
ー
プ
を
は
じ
め
中
部
地
方
の

ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
マ
ル
ヤ
ス
と
い
う

ス
ー
パ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。
店

頭
で
は
北
竜
町
の
な
な
つ
ぼ
し
が

「
無
洗
米
北
海
道
な
な
つ
ぼ
し
」

と
し
て
、
試
食
販
売
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
専
用
の
の
ぼ
り
ま
で
立
て

て
頂
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
特

別
に
宣
伝
販
売
し
て
頂
け
る
の
は

と
て
も
有
難
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

余
談
で
す
が
三
重
で
は
北
海
道

の
米
が
多
く
の
商
品
に
使
わ
れ
て

お
り
、
明
治
34
年
創
業
の
「
角
谷

文
治
郎
商
店
」
で
は
こ
だ
わ
り
の

原
料
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち

の
「
は
く
ち
ょ
う
も
ち
」「
風
の

子
も
ち
」
を
原
材
料
と
し
た
「
三

州
三
河
み
り
ん
」
が
製
造
販
売
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
使
用
数
量
は
年

間
約
２
０
０
ト
ン
に
な
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
か
の
有
名
な
伊
勢
名

物
「
赤
福
餅
」
に
も
「
は
く
ち
ょ

う
も
ち
」
が
使
わ
れ
て
お
り
、
北

海
道
産
も
ち
米
使
用
数
量
は
年
間

約
５
０
０
ト
ン
に
上
り
ま
す
。
米

ど
こ
ろ
北
海
道
を
感
じ
た
瞬
間
で

し
た
。

　

三
日
目
は
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
で

す
。
平
成
３
年
に
「
ひ
ま
わ
り
」

の
名
を
縁
に
姉
妹
農
協
提
携
を
結

び
交
流
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、

北
竜
町
の
農
協
合
併
に
よ
り
交
流

の
機
会
が
途
絶
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
一
昨
年
の
日
本
農
業
賞
祝
賀

会
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
再
開
し

た
と
い
う
事
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
で
は
施
設
園
芸

が
盛
ん
で
、
農
家
視
察
で
は
ス
プ

レ
ー
マ
ム
と
ガ
ー
ベ
ラ
の
圃
場
を

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
若
手
の
農
家
さ
ん
が
切
り
盛

り
し
て
お
り
、
立
派
な
ハ
ウ
ス
に

最
新
鋭
の
設
備
が
設
置
さ
れ
、
非

常
に
先
進
的
な
運
営
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
設
備
は

国
の
補
助
事
業
が
あ
る
折
に
地
域

で
計
画
的
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
温
暖
な
気
候
を
活
か

し
、
周
年
の
収
穫
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め
、

地
域
の
部
会
で
厳
し
い
品
質
基
準

ＪＡきたそらち女性部北竜支部 フレッシュミズ会長　竹林　玲子

フレッシュミズ道外研修をおえて
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を
設
け
て
お
り
、
そ
の
花
は
全
国

に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道

に
も
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
か
ら
バ
ラ
が

出
荷
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
の
事
業
で
特
に

印
象
が
残
っ
た
の
が
、直
売
所
「
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
管
内

３
か
所
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
産
直
出
荷
者
組
合
協
議
会

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
協
議
会
メ
ン
バ
ー

で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
好
き
な
店
舗

に
好
き
な
量
だ
け
生
産
物
を
出
荷

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
訪
れ
た
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
豊
川
は
中
規
模
直
売

所
で
、
北
竜
町
に
あ
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
コ
ワ
の
２
倍
ほ
ど

の
規
模
で
し
た
。「
少
量
多
品
目
」

を
特
徴
と
す
る
Ｊ
Ａ
ひ
ま
わ
り
な

ら
で
は
の
品
ぞ
ろ
え
で
、
野
菜
類

だ
け
で
は
な
く
果
物
、
花
、
卵
、

加
工
品
ま
で
、
そ
の
豊
富
な
品
を

求
め
る
お
客
さ
ん
で
店
舗
は
大
い

に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
加
工
品

も
農
家
さ
ん
自
ら
が
企
画
、
加
工

し
、
各
々
独
自
の
商
品
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
そ
の
行
動
力
は
素
晴

ら
し
く
、
先
日
豊
川
市
を
襲
っ
た

雹
の
被
害
で
出
荷
で
き
な
く
な
っ

た
柿
を
乾
燥
機
で
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
よ
う
に
加
工
し
、
乾
燥
柿
と

し
て
売
り
出
す
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

軽
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
直
売
所
の
始
ま
り
は
、
昭

和
61
年
に
旧
三
河
一
宮
農
協
女
性

部
が
始
め
た
「
１
０
０
円
市
」
に

遡
り
ま
す
。
当
時
、
女
性
部
の
方

達
は
各
々
が
持
ち
寄
っ
た
農
産
物

等
を
全
て
１
０
０
円
で
売
る
と
い

う
企
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
屋

根
が
あ
る
だ
け
の
建
物
で
不
定
期

に
始
め
た
そ
の
市
は
次
第
に
人
気

に
な
り
、
店
舗
が
建
ち
、
そ
の
店

舗
さ
え
手
狭
に
な
り
増
築
、
そ
し

て
新
店
舗
の
設
立
と
ど
ん
ど
ん
規

模
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
今

で
は
地
産
地
消
、
生
産
者
と
消
費

者
の
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
、
地

域
農
業
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
道
外
研
修
を
通
し
、
北

海
道
と
は
異
な
っ
た
他
県
の
農
業

形
態
を
視
察
で
き
た
こ
と
、
若
手

の
農
家
さ
ん
が
や
る
気
を
持
っ
て

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
、

地
域
の
農
家
の
方
々
が
自
主
性
と

行
動
力
を
も
っ
て
地
域
を
活
性
化

し
て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
出

来
た
の
は
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま

し
た
。
気
候
や
農
作
物
の
違
い
も

あ
り
真
似
で
き
な
い
こ
と
は
多
く

あ
り
ま
す
が
、
受
け
取
っ
た
「
明

る
く
元
気
に
楽
し
く
」
と
い
う
精

神
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
員
の
方
も
、
機

会
が
あ
れ
ば
是
非
研
修
旅
行
に
参

加
し
て
み
て
下
さ
い
。
き
っ
と
何

か
得
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
道
外
研
修
と
い
う

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
い

３
日
間
で
し
た
。

２０歳になったら国民年金
　２０歳になり、大人の仲間入りをすると、多くの権利と同時に義務も生じてきます。そのひと

つとして国民年金があり、国内に住所を有する２０歳から６０歳までの厚生年金や共済年金に加

入していない全ての方が加入することになっています。( ２０歳を迎えたら、国民年金の第１号

被保険者になるための手続きを、ご自身で行ってください。ただし、第２号、第３号被保険者に

該当する場合を除きます。）

　年金なんて先の事と思うでしょうが、老後の備えとしてだけではなく、

病気や事故で障がいが残った時など、働くことができなくなった時の生活

を支えてくれます。

　そのためには、国民年金に加入し、保険料をきちんと納めていなければ

なりません。学生などの収入が少ない方は、保険料の猶予や免除などの制

度もありますので、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５-５２-２１４４
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１
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父　

西
野　

友
也   

さ
ん

母　
　
　

  

茉
奈
未 

さ
ん

           

に
い
な

西
野　

新
菜 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
12
月
29
日
生
ま
れ

食
べ
る
こ
と
と
音
楽
が
大
好
き
！

サークル名

代表者：中村 裕世 さん

「北 竜 太 鼓」

■平成５年設立

■会員数　中高生６名・男性５名・女性１０名：計２１名

北
竜
町
の

文
化
サ
ー
ク
ル
を
ご
紹
介

第
五
回

●活動の内容

　毎週水・金曜日の１９時３０分～２１

時まで碧水生きがいセンターにて練習を

行っています。

　主な活動はひまわりまつりや文化祭な

どの町内のイベントへの参加や「ＴＨＥ

太鼓まつりｉｎ北竜」などの主催、岩見沢・

旭川・歌志内など他地域での交流イベン

トにも参加しています。

　また、３年後には設立３０周年を迎え

ますので、それに向けて企画立案し準備

したいと考えています。

●代表者から一言

　会員大募集しています。老若男女問い

ません。見学体験大歓迎ですので、練習

場にぜひ一度お越しください！

　北竜町の文化芸能として認識されてき

ている和太鼓に、ぜひ皆さん触れて楽し

んでほしいと思います。
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　新年あけましておめでとうござ

います。輝かしい令和2年の新春

を迎え、町民の皆様に謹んで年頭

のごあいさつを申し上げますとと

もに、日頃から消防行政に対しま

して深いご理解とご協力を賜り厚

くお礼申し上げます。

　さて、毎年のように全国各地で

自然災害が多く発生しており、昨

年の9月には台風15号が関東地方

に上陸し千葉県を中心に多大なる

被害が発生し、長きにわたり停電

が発生しました。さらに台風15号

の爪跡が癒される前に、観測史上

最強クラスの勢力で台風19号が関

東甲信地方に上陸し、広範囲にわ

たり記録的な大雨を降らせ、各地

で河川の氾濫などが発生し今まで

にない被害をもたらしました。今

もなお不便な生活をされている方

も大勢いるかと思いますが、一日

でも早く普段の生活に戻れるよう

心から願っております。

　昨年の北竜消防団を振り返りま

すと、3月に消防功労者消防庁長

官表彰(優良消防団)の最高位とな

る表彰旗を受賞することができま

した。この受賞に際しましては、

長年消防団活動にご尽力されまし

た諸先輩方の積み重ねてきた努力

のたまものと思われ、心より敬意

を表します。

　また、7月には10年ぶりの開催

となる第71回北空知連合消防演習

がひまわりの里駐車場で開催され、

深川地区消防組合管内1市5町の消

防団員総勢170名と消防車両10台

が集まり、迫力のある消防演習を

実施することができました。この

北空知連合消防演習を開催にあた

り各関係機関には多大なるご協力

をいただき深く感謝申し上げると

ころであります。

　これからの北竜消防団といたし

ましては引き続き消防防災力の強

化、火災予防対策の推進を図るな

●消火栓の除雪に

　ご協力をお願いします

　冬期間は、消火栓が雪に埋もれ

水利確保に困難を極めます。北竜

消防では、随時除雪に努めており

ますが、降雪の状況によっては対

応が十分に行き届かない場合があ

ります。この冬も各町内会を始め

地域の皆さんのご協力をお願いい

たします。

ど、積極的に取り組んで参ります

ので、今後も皆様のご理解とご協

力をお願い申し上げます。

　最後になりますが、皆様のご健

康とご多幸をお祈り申し上げます

とともに、本年が災害のない一年

でありますよう心から祈念申し上

げ、年頭のごあいさつとさせてい

ただきます。

　　　北竜町無火災期間（令和元年１２月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　　８９日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 １，１９０日間

 　令和元年深川地区消防組合管内火災発生件数　　１６件
　 内訳　北　竜　１件　　深　川　９件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　３件　　沼　田　１件　　幌加内　２件

深川地区消防組合北竜消防団

団　長　  　加  藤    宰

謹 賀 新 年

令和２年１月８日(水) 14時30分より出初式を消防庁舎前で開催いたします。

分列行進時には、国道275号線の一部交通規制がございますので、ご協力お願いします。

令和２年 北竜消防出初式
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あ
け
ま
し
て

　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

本
年
も
皆
様
の
健
康
作
り
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

年
末
年
始
の
雪
の
具
合
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
ね
？
（
今
は
ま
だ
12

月
中
旬
で
す
）
降
る
の
は
し
ょ
う

が
な
い
で
す
が
な
る
べ
く
少
し
ず

つ
降
っ
て
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
年
が
明
け
ま
し
た
。

と
い
う
事
は
齢
も
ひ
と
つ
増
え
て

い
く
わ
け
で
す
。

私
自
身
は
ま
だ
ま
だ
ヤ
ン
グ
（
こ

の
言
葉
を
使
う
時
点
で
若
く
な

い
）
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
肉

体
は
確
実
に
老
化
し
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
体
力
向
上
を
狙
い
少
し

長
め
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
ま
し
た
ら

数
日
後
に
左
膝
が
曲
げ
に
く
く
な

り
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
腫
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
、
膝
に
水
が
溜
ま
っ
た

の
で
す
。
幸
い
な
こ
と
に
痛
み
は

強
く
な
い
の
で
す
が
運
動
の
し
過

ぎ
で
膝
に
水
が
溜
ま
っ
た
事
に
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

普
段
、
高
齢
者
に
「
ご
自
愛
く
だ

さ
い
」「
無
理
は
し
な
い
で
ね
」

と
言
っ
て
い
た
自
分
自
身
に
同
じ

こ
と
を
言
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ

ん
。

　

ま
た
最
近
冬
に
な
る
と
手
足
の

冷
え
が
ひ
ど
く
な
る
の
で
今
シ
ー

ズ
ン
か
ら
タ
イ
ツ
を
常
用
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

数
年
前
ま
で
診
察
室
で
ズ
ボ
ン
の

下
に
モ
モ
ヒ
キ
を
穿
い
て
い
る
先

輩
に
対
し
て
（
先
輩
方
は
大
変
だ

な
）
と
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、

自
分
自
身
も
ヒ
ー
ト
テ
ッ
ク
の
モ

モ
ヒ
キ
を
た
く
さ
ん
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
タ
イ
ツ
（
と
い
う
名
の
モ
モ

ヒ
キ
）
は
黒
色
が
多
い
の
で
す
が
、

一
日
の
終
わ
り
の
入
浴
の
際
に
脱

ぐ
と
内
側
に
白
い
フ
ケ
の
よ
う
な

も
の
が
結
構
つ
い
て
い
ま
し
た
。

そ
う
で
す
乾
燥
肌
で
皮
膚
の
粉
が

付
着
し
て
い
た
ん
で
す
。

（
黒
色
だ
か
ら
余
計
に
目
立
つ
ん

で
す
）
お
風
呂
上
り
に
保
湿
剤
を

塗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
、
が
っ
か
り
で
す
。

で
も
、
当
た
り
前
な
ん
で
す
よ
ね
。

一
年
一
年
、
歳
を
取
る
っ
て
事
は

こ
ん
な
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

　

運
動
能
力
（
筋
力
、
持
久
力
、

心
肺
機
能
、
柔
軟
性
な
ど
）
の
衰

え
は
明
白
で
す
。
で
す
が
な
る
べ

く
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
し
か

も
無
理
し
な
い
よ
う
（
コ
コ
、
私

失
敗
）
に
維
持
し
た
い
も
の
で
す
。

　

頭
の
方
も
心
配
な
く
ら
い
低
下

し
て
い
ま
す
。
仕
事
と
全
く
関
係

な
い
分
野
で
自
分
が
興
味
を
持
っ

た
こ
と
も
勉
強
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、
進
歩
す
る
ど
こ
ろ
か

年
々
後
退
し
て
い
ま
す
。
暗
記
力

も
ス
ッ
カ
ラ
カ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
や
ら
ね
ば
と
思
う
義
務
感
ば

か
り
が
先
走
り
し
、
い
く
ら
頑
張

っ
て
も
成
果
は
出
ず
、
時
間
の
無

駄
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
一
旦
義
務
（
感
）
教
育
は

卒
業
と
し
ス
ト
レ
ス
か
ら
の
解
放

を
目
指
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
運
動
も
学
習
も
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
少
し
傾
斜
の
緩
い
無
理
の

な
い
道
に
変
え
て
、
の
ん
び
り
進

め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

悔
し
い
と
か
残
念
と
か
負
け
だ

と
か
否
定
的
な
感
情
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
も
老
化
の
表
れ
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
歩
み
続
け
る
事
は
や
め
な
い

つ
も
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
今
年
の
抱
負
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２５７

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　１月２２日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において介護

認定審査会に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察

を行っています。

ことし ほうふ

今年の抱負
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北竜町教育委員会

「ひまわり大学１１月講座」を開催

　１１月１４日に「ひまわり大学」の１１月講座を

公民館大ホールにて行いました。

　今回の講座は旭川市旭山動物園副園長の中田 真一

氏を講師としてお招きし、「動物たちが教えてくれた

こと」と題し講演をしていただきました。旭山動物

園の歴史や、飼育した動物たちとの面白いエピソー

ドや感動するお話をしていただきました。

室内パークゴルフで余暇を満喫

　現在、改善センター多目的ホールにて冬場でもパー

クゴルフを楽しめる室内パークゴルフを行っていま

す。屋外コースとは違った難しさや面白さがあり、

参加者は仲間と楽しみながらプレーしています。

（毎週火・水・木曜日の午前９時より／ひまわりＰＧ

場オープンまでの期間）

「第５２回女性レクリエーション」を実施

　１１月２４日に第５２回全町女性レクリエーショ

ン大会が開催されました。

　１３町内会が４チームに分かれ、ストラックアウ

トを用いた「逆転をねらえ」などの全６種目を実施。

歓声の中、仲間と楽しみ交流を深めました。

　　

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

1/4 (土)
初心者スキー教室（～5日） 町営スキー場 10:00～

令和２年成人式 公民館 14:00～

1/11(土)
子どもと高齢者のふれあい
事業[かるた大会&豆まき]

公民館  9:30～

1/15(水) 北竜中学校始業式 北竜中学校

1/16(木) ひまわり大学講演会 公民館 10:00～

1/17(金) キッズエアロビクス 和保育所 10:00～

1/20(月) 真竜小学校始業式 真竜小学校

1/21(火) 公民館講座「押し花教室」 公民館 10:00～

1/23(木) 北竜中学校入学説明会 北竜中学校 13:30～

1/25(土)
第42回ライオンズクラブ杯争奪
女性ミニバレーボール大会

改善センター  9:00～

1/31(金) 真竜小学校一日入学 真竜小学校 10:30～

 1月下旬
レディーススクール
クッキング教室

公民館 10:00～

生涯学習カレンダー

　１１月１６日にパン作りとバター作り体験を２１

名参加のもと、食農工房パルムにて実施しました。

　講師として美葉牛Ｎｏ．２の方々に指導していた

だき、推進委員さんと参加者が協力して美味しいパ

ンとバターを作ることができ、大満足の一日でした。

子どもと高齢者のふれあい事業
「パン作り体験」を開催

図書館から新刊のお知らせ
　・祝祭と予感      　　　　　　　恩田 陸

　・どうしても生きてる　　　　    朝井 リョウ

　　　他多数の新刊が入りましたのでお知らせします。

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間
火～土曜日 9:00～18:00／日曜日 9:00～17:00

1月6・13・20・27日（毎週月曜日）
1月1～5日（年末年始のため）



藤
ふじい

井 杏
あんじゅ

樹 さん

堂
どうまえ

前 獅
しおん

音 さん

深
ふかせ

瀬 虹
ななみ

心 さん 伊
いとう

藤 翔
しょうた

太 さん

辻
つじ

 桜
さくら

咲 さん

三
みうら

浦 暁
あきと

翔 さん

髙
たかはた

畑 祐
ゆうた

太 さん

全日本バレーボール選手

YouTuber

保育士 保育士

看護師

保育士

保育士
テレビとかでやっているのを見
て、すごくかっこいいし、みんな
があこがれる選手になりたいから

有名になりたいのと、
有名人に会いたいから

子どもたちを笑顔にしたいから 子どもが好きだから

人の命を助けたいから

子どもが好きで世話をしたいから

赤ちゃんや子どもの面倒を
見るのが好きだから
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